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沸騰水型原子炉（BWR）における燃料集合体内の気液二相流の挙動を評価するために、BWR の実温実

圧下の計測が可能な 2 サブチャンネル・クロスフロー試験装置を製作し、試運転を行った。 
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1. 緒言 

 沸騰水型原子炉（BWR）における燃料集合体内の気液二相流の挙動を評価するためには、燃料棒で囲ま

れた流路間における気相及び液相の横流れ（クロスフロー）現象のメカニズムを把握することが重要であ

る。そこで、これまで、熱平衡クオリティ計測手法の要素試験 [1]、変動差圧が計測可能な水と空気のクロ

スフロー試験を行ってきた [2]。今回、BWR の実温実圧下（288℃、7.2MPa）におけるクロスフロー試験

が可能な 2 サブチャンネル・クロスフロー試験装置を製作し、試運転を行った。 

2. 2 サブチャンネル・クロスフロー試験装置 

図 1 は、2 サブチャンネル・クロスフロー試験装置の模式図

及び試験体連通部の断面図である。本試験装置では、既設の

試験ループの熱水と蒸気を特定の割合で混合し、これを 2 つ

の流路を模擬した試験体に供給する。なお、本試験装置では、

3 次元 X 線 CT 撮影による連通部前後の平均ボイド率の計測、

流路 1（Ch.1）と流路 2（Ch.2）における時間平均圧力と変動

圧力の同時計測による変動差圧の計測、流量計測とクオリテ

ィ計測によるクロスフロー量の評価が可能である。 

図 2 は、試運転で得られた変動差圧と蒸気のクロスフロー

量（Ch.1 から Ch.2）の関係である。凡例のボイド率は、熱水

サブクール度を 15℃で評価した計画値である。図 2 に示すよ

うに、変動差圧の増加に伴い、蒸気のクロスフロー量が大き

くなる傾向を確認した。 
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図 1 2 サブチャンネル・クロスフロー試験装置 

図 2 変動差圧と蒸気のクロスフロー量 
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